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令和７年度 東京都立田無高等学校 学校経営計画   

                                   令和７年４月１日 

校長 長嶋 浩一 

第１ 「目指す学校」 

東京都教育委員会の教育目標に基づき、本校４２年の歴史と伝統を踏まえ、校訓「叡智・敬愛・剛健・

自律」を実現して、生徒・保護者・地域の期待に応えるため、次のような学校を目指す。 

【教育目標】「叡智・敬愛・剛健・自律」 

（１）個性と能力の伸長を図り、知性と創造力を育てる。 

（２）互いに人格を尊重し、思いやりと協力の精神を培う。 

（３）身体を鍛えるとともに、たくましく豊かな情操を養う。 

（４）自ら正しく判断し、勇気と責任ある行動をする。 

 

【スクール・ミッション】（設置者が各学校と連携し、在籍する生徒の状況や期待に加え、各学校の歴史や伝統、   

社会や地域の実情を踏まえて、各学校に期待されている役割、目指すべき学校像を目指すもの） 

学力の向上と定着、応用力の育成と自ら学ぶ力の育成を目指す生徒のための学校として、部活動や学校行事等

の様々な教育活動や、地域行事への協力、近隣の小学校、中学校、特別支援学校との交流を深めることを通して、

グローバル社会に対応し、多様な人々とコミュニケーションが取れる人材を育成します。 

 

【グラデュエーション・ポリシー】（育成を目指す資質・能力に関する方針） 

・高度な情報を管理する能力や自他を尊重し、社会に貢献しようとする意欲を有する人間の育成 

・常に変化し続ける社会における様々な状況の中で、的確に状況を判断し、未来を切り拓く能力を身に付け、  

グローバルな社会で活躍できる人間の育成 

 

【アドミッション・ポリシー】（入学者の受入れに関する方針） 

本校は「叡智、敬愛、剛健、自律」を校訓に、親身でていねいな個に応じた指導により、変化の激しい社会を 

生き抜く思考力、判断力、表現力や創造力を育てるため、次のような生徒を期待する。 

・知性や能力を伸ばすために、授業に積極的に参加し、予習・復習など自主的な学習習慣のある生徒 

・大学進学等の進路実現のために、意欲的に学習に取り組む生徒 

・特別活動、部活動等に積極的に参加し、思いやりと協調の精神を培い、責任ある行動をする生徒 

・いろいろなことにチャレンジして、自らの力で可能性を切り拓いていく生徒 

 

【カリキュラム・ポリシー】（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

・人間尊重の精神に基づき、生徒一人一人のよさを認め、個性や能力を最大限に伸ばす。 

・知識基盤社会を生きる学力を育成するとともに、学校行事や部活動などにおける活発な教育活動を通して、

｢徳｣｢知｣｢体｣の調和のとれた生きる基盤を培い、将来に向けてより高い目標を定めて進路を実現する。 

・親身でていねいな、個に応じた指導により、変化の激しい社会を生き抜く思考力・判断力・表現力や創造力等

を育てる。 

・学校行事や部活動及び道徳教育・「人間と社会」などを通して、生徒相互の理解と啓発を図り、社会の一員と

しての自覚と行動力、社会の発展に貢献しようとする意欲を高める。 

・開かれた学校として、学校、家庭、地域・社会が相互に連携・協力して、ともに生徒を育てる。 
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第２ 「中期的目標と方策」について 

１ 学習指導  
（１）目標 （２）方策 

適切な教育課程編成及び指導と評価の 
一体化 

ア 教育課程の柔軟化 
イ 評価規準・基準の統一と透明化 
ウ 教職員の共通理解の深化 
エ 協働指導の実践 
オ 自己評価の導入 

  
２ 生活指導 

（１）目標 （２）方策 
規律と秩序の整った教育環境の創出 ア 明確な校則の設定と周知 

イ 時間厳守の徹底 
ウ 清掃活動の推進 
エ 礼儀作法の教育 
オ 部活動を通じた規律と尊敬の意識向上 

 
３ 特別活動 

（１）目標 （２）方策 
生徒の自尊感情向上及び不撓不屈の 
精神の涵養 

ア 自己肯定感を高める活動 
イ 目標設定と達成の経験 
ウ コミュニケーション能力の向上 
エ 挑戦する機会の提供 
オ 振り返り活動 

 
４ 健康教育 

（１）目標 （２）方策 
安心して通える学校づくり ア いじめや暴力のない環境の整備 

イ 防災教育と防災対策の推進 
ウ 安全な通学環境の確保 
エ 支援を必要とする生徒への組織的対応 
オ 情報モラル教育の推進 

 
５ 進路指導 

（１）目標 （２）方策 
学力向上と個に応じた進路指導 ア 基礎学力の定着と応用力の育成 

イ 個に応じた進路指導と学習支援の充実 
ウ 学習意欲を高めるキャリア教育の推進 
エ 家庭・地域と連携した進路・学習支援 
オ 学習成果と進路指導の継続的な見直し 

 
６ 広報活動 

（１）目標 （２）方策 

学校の特色・魅力の周知及び第一志望
の受検生の増加 

ア 学校公開及び体験入学の実施: 
イ SNS やウェブサイトの活用 
ウ 在校生・卒業生の活用 
エ 地域との連携 
オ 特色ある教育プログラムの開発 

 
７ 組織運営 

（１）目標 （２）方策 
盤石な組織体制の構築 ア 明確な役割分担と協力体制の強化 

イ 意思決定プロセスの透明化と迅速化 
ウ 学校運営におけるリーダーシップの強化 
エ 継続的な学校評価と改善の実施 
オ 教職員の専門性向上と研修の充実 

 
８ 働き方改革 

（１）目標 （２）方策 
働きやすい職場づくり ア 勤務時間の適正化（長時間労働の是正） 

イ 業務の見直しと負担軽減 
ウ ICT の活用と業務効率の向上 
エ 働きやすい職場環境の整備 
オ 学校・保護者・地域との協力体制の構築 
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第３ 「今年度の取組目標と具体的方策」 
 

本校の特色化を推進し、魅力ある学校づくりを推進するために、今年度は、都の教育施策のうち、主に  

以下の４事業を活用する。 

Ａ 海外学校間交流推進校（オンライン等による海外の学校との交流、新規） 

Ｂ 外部検定試験実施校（英検 S-CBT方式の全員受験、新規） 

Ｃ 西部学校経営支援センター特別指定校（学習指導の充実、指定２年目）  

Ｄ 探究的な学び推進事業【TIPS-Type４】対象校（外部人材の活用、新規） 
 

１ 学習指導「適切な教育課程編成及び指導と評価の一体化」 

（１） 取組目標 

ア  教育課程の柔軟化 

〇生徒のニーズに応じて必修・自由選択科目の拡充に努めていく。 

〇オンライン学習やプロジェクトベースの学習を導入し、多様な学習スタイルに対応する。 

イ 評価規準・基準の統一と透明化  

〇評価規準及び基準を明確にし、全教職員で共有する。 

〇生徒や保護者に規準・基準を公開し、理解を深める。 

ウ 教職員の共通理解の深化  

〇定期的に研修やワークショップを開催し、教育方針や評価規準・基準についての理解を深める。 

〇教職員間のコミュニケーションを促進し、情報共有を徹底する。 

エ 教員による協働指導の実践 

〇チームティーチングやコラボレーション授業（クロスカリキュラム）を導入し、複数の教員が連携して

指導する。 

〇教職員間での定期的なミーティングを行い、生徒の学習状況を共有し、支援策を検討する。 

オ 生徒の自己評価の導入  

〇自己評価シートやポートフォリオを活用し、生徒が自分の学習を振り返る機会を提供する。 

〇定期的な自己評価の時間を設け、生徒が目標設定や達成度を確認できるようにする。 

（２）具体的方策 

A  グランドデザインの見直し、ルーブリックの整理、全教職員の「本校で育てようとする生徒の資質・

能力」への理解促進 

B 教科主任会の適時開催（学期に２回程度） 

C 教科会の定例化（月１回以上）、公平で適正な評価規準及び基準の設定、点検業務の徹底、定期考査  

問題の共通化を検討 

D  教員相互の授業参観・研究授業・研究協議の実施（一人当たり年３回以上、学期ごとにコメント集約） 

E 生徒による授業評価の実施（Forms の活用、Excel での集計、年２回） 

   F  管理職による授業観察後のフィードバック、各教員の自己分析（Excel シート活用、成果と課題の     

検証、年２回以上） 

G ２年生の「総合的な探究の時間」グループ別プロジェクト型地域探究学習を実施（後期、９時間程度） 

    全教員が「総合的な探究の時間」（「人間と社会」を含む）の指導を担当 

H  多様な体験学習の機会の提供（国際交流、語学研修、被災地訪問等） 

   I  校内研修の実施（テーマの例「指導と評価の一体化」「探究的な学びの指導の在り方」等） 

   



4 

 

２ 生活指導「規律と秩序の整った教育環境の創出」 

（１） 取組目標 

ア  明確な校則の設定と周知 

〇校則を明文化し、その内容を生徒手帳やホームページ等で周知する。 

〇生徒集会や保護者会の機会を通じ、校則に記されている指導方針の意図について丁寧に説明する。 

イ 時間厳守の徹底 

〇授業はチャイムとともに開始し、チャイムとともに終了することで、生徒の時間厳守を促す。 

〇遅刻者には理由を確認し、正当な理由がないものについては、機を逸することなく指導を行う。 

ウ 清掃活動の推進  

〇美化担当者は、清掃区域や頻度、必要な資材や人員についての計画を立てるとともに、美化委員会の 

生徒が主体的に活動できるよう支援する。 

〇清掃監督者は、生徒とともに行動し、生徒が正しく清掃活動ができるよう支援していく。 

エ 礼儀作法の教育  

〇礼儀作法に関する授業やワークショップを開催する。 

〇日常の学校生活で礼儀作法を実践する機会を設ける。 

オ 部活動を通じた規律と尊敬の意識向上 

〇部活動のルールを明確にし、全員が守るよう指導する。 

〇部活動内でのリーダーシップやチームワークを重視し、尊敬の念を育む。 

（２） 具体的方策 

A 本校の生活指導規定を周知・徹底（年度当初、全教員） 

B  問題行動は早期発見・早期対応が鉄則、迅速に対応（通年、生徒観察、全教員） 

C 人により生徒対応の基準が変わることなく、ブレない指導を実践（通年、全教員） 

D  身だしなみ（頭髪・服装・化粧）指導の実施 （毎朝、定期考査期間、諸行事実施時等、全教員） 

E 学年・生活指導部で連携した遅刻者指導（一定期間内の回数に応じた段階的な指導） 

F 私語・居眠りの禁止等、授業規律の徹底、授業開始・終了時刻の厳守（毎時、全教員） 

G 生徒の自律性を引き出す、委員会・当番活動指導（担当教職員） 

H 教職員の連携及び生徒会役員・委員会・部長等リーダー層の生徒の自覚を促す指導（通年、全教員）    
 

３ 特別活動「生徒の自尊感情向上及び不撓不屈の精神の涵養」 

（１） 取組目標 

   ア 自己肯定感を高める活動  

〇生徒の成功体験を積極的に認め、賞賛する場を設ける。 

〇自己肯定感を高めるためのワークショップやカウンセリングを実施する。 

イ 目標設定と達成の経験  

〇SMART（具体的、測定可能、達成可能、関連性、期限）目標を設定する指導を行う。 

〇目標達成に向けた計画を立て、進捗を定期的に確認する。 

ウ コミュニケーション能力の向上  

〇ディスカッションやディベートの機会を増やし、意見交換を促進する。 

〇ロールプレイやグループワークを通じて、実践的なコミュニケーションスキルを養う。 

エ 挑戦する機会の提供 

    〇新しいプロジェクトや課題に挑戦する機会を提供する。 

〇挑戦の過程で得られる学びや経験を重視し、失敗を前向きに捉える文化を育む。 
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オ 振り返り活動 

〇定期的な振り返りの時間を設け、学習や活動の成果を自己評価する。 

〇振り返りシートやジャーナルを活用し、自己成長を記録する。   

（２）具体的方策 

A  成功体験の共有会（クラスや学校全体で成功体験を共有する会、生徒同士が互いに称賛し合う場） 

B ポジティブノート（生徒が日々の小さな成功やポジティブな出来事を記録するノート） 

C  目標達成チャート（教室に目標達成チャート設置、生徒が目標に向かって進捗を視覚的に確認） 

D  目標達成パートナー（生徒同士のパートナー、お互いに励まし合いながら目標に向かって取り組む） 

E 多様なディスカッションテーマの設定（生徒が多角的な視点をもつように促す） 

F  フィードバックセッション（ディスカッションやディベートの後に、生徒が自分のコミュニケーション

スキルを振り返る機会を提供） 

G プロジェクトベース学習（実際の問題解決をテーマにしたプロジェクトを通じて、生徒が新しい挑戦に

取り組む機会を提供） 

H チャレンジデー（生徒が普段とは異なる活動に挑戦する日） 

I 振り返りジャーナル（生徒が定期的に自分の学びや成長を記録するジャーナル、自己評価を促す） 

J グループ振り返りセッション（クラス全体で、互いの学びを共有し合う場を設ける） 

 

４ 健康教育「安心して通える学校づくり」 

（１） 取組目標 

    ア いじめや暴力のない環境の整備  

〇いじめ防止対策委員会を設置し、定期的な調査と対策を実施する。 

〇生徒や保護者に対していじめ防止の啓発活動を行う。 

イ 防災教育と防災対策の推進  

〇定期的に避難訓練を実施し、避難経路や避難方法を確認する。 

〇防災教育を通じて、災害時の対応方法を学ぶ。 

ウ 安全な通学環境の確保  

〇定期的に通学路の安全点検を行い、危険箇所を把握する。 

〇地域の警察や保護者と連携し、適宜通学時に巡回する。 

エ 支援を必要とする生徒への組織的対応   

〇支援を要する生徒の個別支援計画を作成し、カウンセリングや家庭訪問を行う。 

〇オルタナティブ教育プログラムを提供し、柔軟な学習環境を整える。 

オ 情報モラル教育の推進 

        〇情報モラルに関する授業を実施し、適切なネット利用の方法を教える。 

〇保護者向けの情報モラル講座を開催し、家庭での指導方法を共有する。   

（２）具体的方策 

  A  生徒指導提要の活用（全員に冊子又は電子データを配布） 

  B  支援を必要とする生徒の対応マニュアルの作成・更新と周知（通年） 

  C  組織支援体制の充実、特別支援教育コーディネーター１名増員（養護教諭＋教員 2 名） 

D  特別支援教育推進委員会の開催（月１回の定例会及びケース会議等：随時） 

  E  コンディションレポートを活用した生徒の状況把握と観察（通年） 

G  関係諸機関との連携、「個別の支援計画」の作成（適宜） 

H  セーフティ教室の開催（情報モラル、薬物乱用防止、交通安全教室等、学期に１回） 

  I  避難訓練（全学年、年３回）及び地域と連携した防災訓練（１学年１回）の実施 

   J  精神科医やエリアネットワークコーディネーター等、有識者を招聘した悉皆の校内研修開催（年２回） 
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５ 進路指導「学力向上と個に応じた進路指導」 

（１）取組目標 

   ア 基礎学力の定着と応用力の育成 

    〇定期的な小テストや復習セッションを通じて、基本的な知識を確実に身につける。 

    〇プロジェクトベースの学習や問題解決型の課題を取り入れ、実践的なスキルを養う。 

イ 個に応じた進路指導と学習支援の充実 

〇生徒一人ひとりの興味や適性に応じた進路相談を行う。 

〇学習の進捗に応じた個別指導や補習クラスを提供する。 

ウ 学習意欲を高めるキャリア教育の推進 

 〇職業体験や企業訪問、キャリアガイダンスを通じて、将来の目標を明確にする。 

〇成功体験を積み重ねることで、学習意欲を高める。 

エ 家庭・地域と連携した進路・学習支援 

    〇保護者との定期的な面談や情報共有を行い、家庭での学習支援を強化する。 

〇地域のボランティアや企業と協力し、学習支援やキャリア教育の機会を提供する。 

オ 学習成果と進路指導の継続的な見直し 

〇定期的な評価を行い、その結果をもとに指導方法を見直す。 

〇評価結果に基づいて、必要な改善策を迅速に実施する。 

（２）具体的方策 

  A 生徒のニーズに応じた進路ガイダンスや講習の実施（年間計画に基づく） 

  B  保育・看護等、関係機関と連携した実習の機会提供（適宜） 

  C  総合的な探究の時間における進路学習の実施（３年間のキャリア指導計画に基づく） 

  D  模擬試験・オンライン学習システム・到達度テスト等を活用した個別指導（通年） 

    E  進路指導部主導で生徒の学力分析会を定期的に開催（学期に１回程度） 

    F 国公立大学志願者の発掘と計画的指導（単年度・中期） 

    G 様々な入試に対応する全校指導体制の確立と指導スキルの向上（入学選抜方法の研究・研修） 

    H  全生徒が年１回以上英検 S-CBT を受験し、CEFR のスコア推移を定点観測（年度ごと） 

    I  各教科における探究学習の推進（通年） 

        J 「総合的な探究の時間」における指導体制の充実、及び地域との緊密な連携 

教務部から「人間と社会」及び「総合的な探究の時間」のコーディネーター１名配置 

教務部・進路指導部等の分掌と関係教員で構成される「探究委員会」委員との綿密な連携 

全教員による「総合的な探究の時間」（「人間と社会」を含む）指導 
   

６ 広報活動「学校の特色・魅力の周知及び第一志望の受検生の増加」 

（１） 取組目標 

ア 学校公開及び体験入学の実施 

〇定期的に学校公開日を設け、保護者や地域住民に学校の教育活動を見てもらう。 

〇体験入学プログラムを実施し、入学希望者に実際の授業や学校生活を体験してもらう。 

イ SNS の活用とウェブサイトの充実 

〇学校の公式 SNS アカウントを運営し、学校の最新情報やイベントを発信する。 

〇学校のウェブサイトを定期的に更新し、魅力的なコンテンツを提供する。 

ウ 在校生・卒業生の活用 

〇在校生のインタビューや体験談を SNS やウェブサイトで紹介する。 

〇卒業生の成功事例を紹介し、学校の魅力をアピールする。 

エ 地域との連携 

〇地域のイベントに積極的に参加し、学校の存在感を高める。 

〇地域の企業や団体と連携し、教育プログラムを充実させる。 
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オ 特色ある教育プログラムの開発 

〇学校の特色を活かした独自のカリキュラムを開発する。 

〇専門家を招いた特別講座やワークショップを開催し、生徒の興味を引き出す。 

（２）具体的方策 

 A ホームページの活用（学校の様子を可視化、積極的に発信、年３６０回以上更新） 

 B 学校紹介動画の活用（「＃だから都立高」のコンテンツを活用） 

C 生徒主体の学校見学会・学校説明会（年５回程度、来校者と本校生徒の直接交流の機会を提供） 

D 生徒が主役の活気あふれる学校づくり（学校行事の運営や地域貢献活動に携わる機会を提供、通年） 

E Tokyo Global Gateway の活用（希望者） 

F 本校近隣の大学と連携した海外留学生との交流活動（希望者） 

G 手紙やビデオレターを活用した海外高等学校との交流活動（希望者） 

H 訪日高校生徒の学校訪問受け入れ（年１回以上） 

I 東北防災スタディツアーの実施（希望者対象、８月） 

J 中学校主催の説明会や外部相談会への参加（年１５回程度）私塾訪問（年３０件程度） 

K 接遇の改善（玄関の美化、来賓用下駄箱の宛名明記、案内表示の設置など、来校者への丁寧な対応） 

    

７ 組織運営「盤石な組織体制の構築」 

（１） 取組目標 

   ア 明確な役割分担と協力体制の強化 

    〇各教職員の役割と責任を明確にし、文書化する。 

〇定期的なチームミーティングを開催し、情報共有と協力を促進する。 

イ 意思決定プロセスの透明化と迅速化 

    〇意思決定のプロセスを公開し、関係者全員が理解できるようにする。 

〇意思決定のためのフローを簡素化し、迅速な対応ができるようにする。 

ウ 学校運営におけるリーダーシップの強化 

〇リーダー層に対するリーダーシップ研修を実施する。 

〇リーダーシップを発揮する機会を増やし、実践的なスキルを養う。 

エ 継続的な学校評価と改善の実施 

    〇定期的な学校評価を行い、結果をもとに改善策を立案する。 

〇 評価結果に基づいて、具体的な改善策を実施し、その効果を検証する。 

オ 教職員の専門性向上と研修の充実 

    〇教職員の専門性を高めるための研修プログラムを提供する。 

〇最新の教育方法や技術に関する研修を定期的に実施する。 

 （２）具体的方策 

  A 悉皆研修、企画調整会議、職員会議、一斉メール送信等を通した、計画的・継続的な服務研修       

    B  組織目標の設定、中間総括と年間総括、弾力的な進行管理（年３回以上） 

  C  電子起案の推奨、迅速で確実な文書管理の徹底（通年） 

D  校務や各事業等に関する基礎資料やフローチャート等、情報の電子化及び共有化 

    E  スクール・ミッションの理解促進、グランドデザインの見直し（年度当初） 

    F 学校評価結果を反映させた学校運営の改善（随時） 

       G  教科主任会の適時開催（学期に２回程度） 

H 教科会の定例化（月１回程度） 

I 計画的な予算執行管理（通年） 

    J 都教委主催マネジメント研修の計画的受講（リーダー発掘） 
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８ 働き方改革「働きやすい職場づくり」 

（１）取組目標 

   ア 勤務時間の適正化（長時間労働の是正） 

    〇勤務時間を適正に管理し、長時間労働を防止するためのシステムを導入する。 

〇定期的な休暇を奨励し、教職員のリフレッシュを促進する。 

イ 業務の見直しと負担軽減 

    〇現在の業務内容を見直し、不要な業務を削減する。 

〇業務プロセスを改善し、効率的に業務を遂行できるようにする。 

ウ ICT の活用と業務効率の向上 

    〇教職員が業務を効率的に行えるような ICTツールを導入する。 

〇書類のデジタル化やオンライン会議の活用を推進する。 

エ 働きやすい職場環境の整備 

    〇快適な職場環境を整備し、教職員が働きやすい環境を提供する。 

〇 メンタルヘルスのサポートを充実させ、教職員の健康を守る。 

オ 学校・保護者・地域との協力体制の構築 

    〇学校、保護者、地域との定期的なコミュニケーションを強化する。 

〇地域のリソースを活用し、協力体制を構築する。  

 （２）具体的方策 

 A  ペーパーレス化の推進 

文書や資料の電子化、データの共有化、起案の電子化、情報伝達ツールの活用 

B 諸会議の効率的な運営 

目的、論点、所要時間等を明確にし、事前に日程や必要な内容を調整した上で開催 

C  産業医との連携 

業務縮減の具体策の指導・助言、心身の健康維持に関する指導・助言 

D  グループワークの導入 

     日常業務や校内研修でのグループワークにより、教職員間のコミュニケーションを活性化 

E  相談環境の整備 

相談窓口の明確化・周知 

F  働きやすい職場環境構築 

     お互いが話しやすく、助け合い、過剰な負担を誰かに強いることのない業務体制 

G  相互尊重と礼儀の徹底   

お互いを尊重する文化の醸成、及び礼を尽くすことの重要性の認識 

H  感謝の気持ちの表現   

明るいあいさつの励行、及び相手の好意や助力に対する感謝の表現 

I  健康維持のための取組 

     定期健康診断の適正実施、ストレス管理のためのプログラム導入 

 J 保護者連絡ツール（Classi）の活用 

   朝の欠席連絡や学校からのお知らせの発信を効率化 
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第４ 数値の経年変化と今年度の目標 

備考 △前年度より数値が上昇 ▼前年度より数値が下降  
※令和５年度卒業生７クラス（その他は８クラス） 

 

項 目 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度目標 

授業満足度（％） 

（ 学 力 伸 長 ） 
７８ ▼６５ △６７ △８０ ８５ 

英検準２級以上合格者数 

（人） 
２２ △６３ △１０５ △１１４ ２００ 

漢検準２級以上合格者数

（人） 
４１ ▼２１ ▼１５ △２５ ３０ 

夏期講習講座数（講座） １９ ▼１３ △４２ ３７ ４０ 

生徒の１日平均 

家庭学習時間（分） 
６０ ▼３４ ▼１９ △３５ ６０ 

大学入学共通テスト受験者

（％） 
２２ ２２ △２５.８ △２７．１ ３０ 

現役進路決定率（％） ９８ △９８.４ ▼９５.１ △９５．３ ９６ 

大学一般進学者 

(現役)（％） 
２４ △２６ ▼２１.４ ▼１７．９ ２０ 

私立大学（ＧＭＡＲＣＨ）

現役合格者数（人） 
１８ ▼１０ ※５ △１０ １２ 

私立大学（成成武明学）  

現役合格者数（人） 
５ ５ ※３ ▼２ ５ 

私立大学（日東駒専）現役

合格者数 （人） 
１２ △２２ ※１５ △２０ ２５ 

私立大学（大東亜帝国）  

現役合格者数（人） 
５８ △８７ ※５１ △９５ １００ 

就職者数（うち公務員数）

（人） 
４（１） △７（２） △１１（５） ▼４（２） ５（３） 

特別支援教育に関する 

委員会の開催回数（回） 
１０ １０ ▼７ △１３ １５ 

部活動加入率（％） ７４ ▼６８ ６８ △７３ ７５ 

学校満足度（生徒）（％） ８６ ▼６９ △７６ △８４ ８５ 

学校満足度（保護者）（％） ８６ ▼８４ △８７ ▼８５ ８５ 

本校第一志望者の割合

（％） 
８４ ▼７２ △７６   △８６   ８８ 

学校説明会等参加者数 

(本校実施分)（人） 
１，３７６ ▼１，３５３ △１，８３６ △１，９８９ ２，０００ 

中学校進学対策委員会 

志願倍率（倍） 
１.１４ △１.１９ △１.２６ ▼１．１６ １．２０ 

入学選抜応募倍率 (推薦)

（倍） 
２.７０ ▼２.３０ △３.１３ ▼２．６６ ２．８０ 

入学選抜応募倍率(第一次

募集)（倍） 
１.３３ △１.４５ △１.５０ ▼１．２１ １．２５ 

ホームページ更新回数

（回） 
２５９ ▼２１２ △２２２ △３４８ ３６０ 

一般需用費のセンター 

執行率（％） 
５９.１ ▼５６.２２ ▼４６.２５ ５０．９２ ５３．００ 


